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　本号では千葉大学学長の齋藤康先生より巻頭言をいただい
たほか、最終講義2編、特別講演1編、原著8編、プラザ3編、
臨床懇話会記録2例、研究会報告3編が掲載されている。
　齋藤先生の「臨床研究を考える」というテーマの巻頭言は、
現在の臨床研修制度のあり方に疑問を持ち、臨床研究を育み
たいというご意見であり、興味深く拝読させていただいた。研
修制度は早くも見直しが行われるようであるが、客観的な評
価や反省なしに今後、仕組みだけが変更されるとすれぼ問題
の解決にはならず、現場はさらに混乱する可能性も考えられ
る。
　工藤龍彦先生、および一色淳先生の最終講義については、お
二人の先生の原稿のいずれもこれまでの足跡が感じられ、技
術の発達とともに医療の進歩に貢献されてきた先生方のご苦
労が行間から伝わってくる内容となっている。また、徳植公一
先生の特別講演からは、がん治療においては放射線治療が今
後さらに重要な地位を占めるに違いないという先生の確信が
感じられる。
　原著はさまざまな領域における研究の成果が報告されてい
るが、英文での投稿や、他施設との共同研究の成果も含まれて
おり、いずれも質の高い内容となっている。
　「オランダ医療を通して日本医療の成熟について考える」と
いうタイトルの田中信大先生の原稿は、私にとって特に興味
深い内容であった。私の共同研究者の中にも親しくしている
オランダ人がおり、彼とのディスカッションの中でお互いの
考え方の相違についてなんとなく感じてはいたが、今回の先
生の原稿を読んでその思いがはっきりしたような印象であ
る。また感染症を専門とする立場から、オランダのMRSAへ
の徹底した対策は高い関心を寄せていたが、それ以外の面で
はおおらかであるというご指摘は始めて知った。国民性と
いっては大げさかもしれないが、物事に対する考え方の違い
は感染対策の方法にまで影響を与えるのかもしれないと勝手
に一人で納得した次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本哲哉　記）
当該雑誌に掲載された論文の著作権は本医学会に帰属する。
また本書の無断複写（コピー）は著作権法上での例外を除き
禁じられている。
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